

様式第１号（第５条関係）

年　　月　　日

伊賀市長　　様

自主防災組織名　　〇〇区自主防災会
代表者名　　会長　〇〇　〇〇
住　　所
電話番号
伊賀市自主防災組織活性化促進補助金交付申請書
　下記のとおり伊賀市自主防災組織活性化促進補助金を交付されますよう申請します。
記
１　自主防災組織の活性化への取組方針
別紙の目的例文を参考にして必ずご記入下さい
２　活性化の内容
	補助項目
	実施内容
	補助申請額

	自主防災訓練
	〇〇訓練
〇〇取扱訓練
	〇〇〇〇円

	自主防災活動
	〇〇マップ作成
〇〇点検
	〇〇〇〇円

	消火栓用ホース購入
	
	

	補助対象経費合計
	合計金額を記入
（送料等は除いてください。）

	補助金交付申請額

 （補助対象経費の1/2以内 千円未満切捨て 限度額25,000円）
	左記を参考に申請額を記入


３　添付書類
　　概算見積書

年　　月　　日
伊 賀 市 長　　様

自主防災組織名　　〇〇区自主防災会
代表者氏名　　会長　〇〇　〇〇
住　　　所　　

補　助　事　業　等　着　手　届
　　　　年　　月　　日付けで交付決定を受けました伊賀市自主防災組織活性化促進補助事業 に着手しましたので、伊賀市補助金等交付規則第12条第1項の規定によりお届けします。

記
１　着 手 年 月 日　　　　　　　　　　　年　　月　　日
２　完了予定年月日　　　　　　　　　　　年　　月　　日　

様式第２号（第６条関係）
年　　月　　日

伊賀市長　　　　　　　　　様

自主防災組織名　　〇〇区自主防災会
代表者名　　会長　〇〇　〇〇
住　　所
電話番号
実　　績　　報　　告　　書
年　　月　　日付け　　第　　号で交付決定を受けました伊賀市自主防災組織活性化促進補助金について、下記のとおりその実績を関係書類を添えて報告します。
記

１　活性化の内容
	月日
	補助項目
	実施場所
	実施内容（参加人員）
	実際に要した
経費の額

	／
	自主防災活動など
	○○公民館など
	避難訓練（○○名）
煙道体験（○○名）
	

	／
	
	
	消火訓練（○○名）
水バケツ・水消火器など
	消火ﾊﾞｹﾂ10個
○○○○円

	／
	
	
	救急法（○○名）
三角巾取扱、搬送法
	三角巾
〇○○○円

	合計
	〇〇〇〇〇円



２　添付書類

　（１）事業明細書
　（２）納品書及び領収書の写し
　（３）実施状況写真・完成品
様式第４号（第８条関係）
	伊賀市自主防災組織活性化促進補助金交付請求書
年　　月　　日

伊賀市長　　様


（請求者）自主防災組織名　〇〇区自主防災会
代表者名　会長　〇〇　〇〇
住　　所
電話番号
　　年度の伊賀市自主防災組織活性化促進補助金について、下記のとおり請求します。

記

金　　額　　　　　　　　　　　　　　　円
振込先

	金融機関名
	銀行
金庫　　　　　　　　　　店
農協

	預金種別
	普通（総合口座を含む。）　　　当座

	口座番号
	

	口座名義人
（カタカナで書いてください。）
	

	（注）　記載に当たっては、次のことに留意してください。
　１　請求者欄には、自主防災組織名並びに代表者名及び住所等を記入してください。
　２　預金種別は、該当するものに○をつけてください。
　３　振込先欄は、お間違えのないようにすべてご記入ください。
４　口座名義人は、預金通帳のカタカナで表示されたものを記入してください。
　　　　例　イガ　タロウ



	自主防災組織　訓練目的例文

	地域住民の防火意識の向上

	地域住民の災害への備えと心がけの高揚を図る

	地域住民の防災意識高揚

	震災の講演・ビデオ・消火訓練により住民の自主防災への意識を喚起する

	防災に対する意識の向上と消火器の取扱を知る

	自分の命は自分で守るを災害対応時の原則として、家族・地域・地区の共助の精神を根付かせ、訓練及び研修の機会を捉えて平素の心構えを定着させる

	地区住民の消火に対する重要性を広く認識させる

	区民一人一人が各団体と協力・連携し有効な災害応急対策訓練をすることにより、それぞれの役割を認識し防災・危機管理の意識を高め、大災害の発生時に対応できるようにすることを目的とする

	中山間地域・住宅集中地域の共有の中で自助・共助・公助の研修

	災害時における人命救助の連携と防災意識の普及を図る


未記入





正確に記入してください





見積書は必ず付けてください。業者見積りが取れない場合は、区長名で概算見積書を作成し提出して下さい。





未記入





正確に記入してください





訓練実施日








未記入





未記入





正確に記入してください





交付決定通知書の日付





※記入欄に収まらなければ別紙でもかまいません





実際にかかった経費の総額をご記入ください。


※送料等は除いてください。


（５０，０００円未満の場合で、申請額と金額が違うときは変更承認申請の手続きが必要になります。）





未記入





申請者と同じにしてください。





未記入





注意事項を、よく読んで記入してください





省略せず通帳の表記通りに正確にご記入ください。


※間違いがあれば入金できないことがあります。








